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・令和 3年 1月 28日（木）9時 30分〜10時 30分 第 1回博士論文審査委員会 





・令和 3年 2月 10日（水）9時 50分～10時 40分 最終試験（公開） 
 愛知県立大学大学院看護学研究科博士後期課程の学位に関する内規第 17条に基づき、口頭発表およ
び博士論文を中心に公開で最終試験を行った。 


































(研究１)の結果からストレス状態の指標としたコルチゾールと HHV6・HHV7 は、2 群間に有意差を
認められなかったが、快-不快は、対照群・温罨法群ともに介入前よりも介入後・実験終了時の方が有意









チゾール値がより低下した可能性がある。HHV6・7 は、共に産褥 1 日の温罨法前の陽性率が最も高か
った。温罨法前後の陽性率は、HHV6 の産褥 1 日の陽性率のみが温罨法後に有意に低下した（p＝.02）。
快-不快は全ての産褥日数において温罨法前よりも温罨法後が高く有意差を認めた（産褥 1 日：p=.001、























る内規第 16 条 2 項を満たしていることから博士の学位を授与されるに値するものであり、かつ最終試
験の結果から論文提出者の山下氏が看護専門領域において十分な学識と研究者としての能力を有する
ものであると確認したので、博士（看護学）の学位を授与するに適格であると全員一致で判断した。 
 
